
登録有形文化財

重要文化財

国・史跡

晩晴書院の同門正木直彦は慧海の４歳
年上。東京美術学校の校長を長く務め、
慧海が将来した品を同校で展示したり、
慧海の活動を支援した。

慧海が「無二の親友」とする
肥下徳十郎の家。肥下家は両
替商、紙屋、印刷業など手広
く事業を行っており、北旅籠
町大道に大きな屋敷を構えて
いた。

井上関右衛門家住宅

日本で唯一のこる江戸時代
前期の鉄砲鍛冶の住居兼作
業場。令和 6年 3月に（仮
称）鉄炮鍛冶屋敷ミュー
ジアムとしてオープン予
定。

市指定有形文化財


